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東
京
電
力
の
福
島
第

一
原
発
が
制
御
不
離
に
な

っ
た
の
は
、
津
波

の
研
究
が
進
歩
し
て
い
た
の
に
、
そ
の
成
果
を
東
電
が
安
全
性
の
検

討
に
生
か
し
て
い
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
大
津
波
の
襲
来
は
少
な
く
と

も
20
年
前
か
ら
わ
か

っ
て
い
た
。
国
に
よ
る
古
い
原
発
の
再
審
査

も
、
費
用
を
懸
念
す
る
産
業
界
の
反
対
で
遅
れ
て
い
た
。

（
木
村
俊
介
、
香
取
啓
介
、
瀬
川
茂
子
）

過
去
に
襲
来
の
痕
跡

福
島
第

一
原
発
を
襲
っ
た
津
波

は
高
さ
14
㍍
を
超
え
た
。
東
電
が

想
定
し

て
い
た
5
・

4
㍍
の
3
倍

近
い
。
海
沿
い
の
施
設
は
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
。
経
済
産
業
省

の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
、
非

常
用
の
発
電
機
の
燃
料
タ
ン
ク
な

ど
が
壊
さ
れ
た
と
見
て
い
る
。

約
1
2
0
㌔
北
に
あ
る
東
北
電

力
女
川
原
発
が
9
・
1
㍍
の
津
波

に
備
え
て
お
り
、
大
き
な
被
害
が

無
か

っ
た
の
と
は
対
照
的
だ
。

福
島
第

一
原
発
は
、
外
部
か
ら

の

送
電
も

鉄
塔
が

倒
れ

て
止

ま

り
、
非
常
用
の
発
電
機
が
動
か

ず
、

↓
停
電
状
態
」
に
な

っ
た
。

緊
急
炉
心
冷
却
装
置
な
ど
何
重
も

の
安
全
設
備
が
働
か
ず
、
制
御
が

で
き
な
い
状
態
に
な

っ
た
。

「
想
定
を
大
き
く
超
え
る
津
波

だ

っ
た
」
。
東
電
の
清
水
正
孝
社

長
は
ほ
日
夜
、
会
見
で
話
し
た
。

し
か

し
、

「
東
電

の
想
定

は
甘

い
」
と
い
う
警
告
は
、
す
で
に
専

門
家
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

「
（
東
電
の
想
定
と
は
）
全
く

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
非

常
に

で
か
い
も
の
（
津
波
）
が
来

て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
」

2
0
0
9
年
6
月
、
府
瀕
研産
業

省
で
開
か
れ
た
、
古
い
原
発
の
耐

震
性
を
再
検
討
す
る
専
門
家
会

合
。
産
業
技
術
総
合
研
究
所
活
断

層
・

地
震
研
究
セ
ン
タ
ー
の
岡
村

行
借

セ
ン
タ
ー
長
は
、
過
去
に
大

き
な
津
波
が
あ
り
、
再
び
来
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
「
（
東

電
の
想
定
が
）
そ
こ
に
全
く
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
の
は
納
得

で
き
な

い
」
と
、
何
度
も
厳
し
い
口
調
で

繰
り
返
し
た
。

原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
安
全

審
査
官
も
「
今
後
、
当
然
検
討
す

る
」
と
、
現
在
の
想
定
が
十
分
で

な
い
こ
と
を
認
め
て
い
た
。

耐震指針留
「発電用原子炉施設に関す

る耐震設計審査指針」。原発
の建 築 基 準 法 に あた る も仁

で、地震 に対する安全性を櫻

射す る基準 となる。国が197至

年につく り、2006年に初めて

全面的に見直した。

一律 に強度を定めるのでな

く、各原発ごとに、最 も影響

が大きそ うな地震を想定。そ

れによ る捲れや、津波に耐 究

るよ うに設計する。
旧指針では、津波について

明記 されていなか った。新指

針では、極 めてまれだが発生

する可能性がある津波への備

えとして 「重大な影響を受け

る恐 れがないこと」とした。

研
究
成
果

生
か
せ
ず

岡
村
さ
ん
が
言

っ
た

「
非
常
に

で
か
い
」
津
波
と
は
、
8
6
9
年

仇
戯
縦
棒
波
を
指
す
。

古
文
書
に
は
、
千
人
以
上
の
死

者
を
出

し

た
と

い
う
記
録

が
残

る
。
仙
台
平
野
の
内
陸
部
数
㌔
ま

で
津
波
が
運
ん
だ
泥
が
残

っ
て
い

る
の
が

見
つ
か

っ
て
い
る
。

福
島
第

一
原
発
の
設
計
当
時
、

こ
の
津
波
の
実
態
は
わ
か

っ
て
い

な
か

っ
た
。
東
北
電
力
に
よ
る
調

査

で
、
仙
台
平
野
の
海
岸
線
か
ら

約
3
㌔
地
点
で
波
高
が
3
㍍
も
あ

原発（福島県大熊町）

爆 発する前の福島第
、いずれも⑥G oogle

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
1
9
9
0

年
に
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
推
定

さ
れ
た
地
震
規
模
は

マ
グ

：
チ

ュ

ー
ド
（
M
）
8－・
4
。
東
電
が
原

発
沖
で
想
定
し
て
い
た
M
7
・

9

の
約
6
倍
だ
。

さ
ら
に
、
1
5
0
0
年
ご
ろ
に

も
東
北
か
ら
関
東
を
巨
大
津
波
が

襲

っ
た
痕
跡
を
、
産
総
研
の
チ
ー

ム
が
見

つ
け
て
い
る
。
将
来
、
起

こ
る
地
震
の
評
価
を
す
る
政
府
の

地
震
調
査
委
貞
会
で
も
「
検
討
が

始
ま

っ
て
い
た
」
と
東
京
大
の
島

崎
邦
彦
名
誉
教
授
は
話
す
。

貞
観
や
1
5
0
0
年
ご
ろ
の
巨

大
津
波

の
実

態
は

不
明

点
も
多

く
、
今
回
の
地
震
と
同
じ
タ
イ
プ

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
今
回

の
ぼ
う
が
大
き
か

っ
た
可
能
性
も

あ
る
。
た
だ
し
、
大
津
波
は
決
し

て
「
想
定
外
」
で
は
な
か

っ
た
。

「
安
全
審
査
は
、
最
新
の
科
学

成
果
を
反
映
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。
大
き
な
津
波
の
問
題
を
先

送

り
せ

ず
に

評
価

す
べ
き

だ

っ

た
」
と
名
古
屋
大
の
鈴
木
康
弘
教

授
（
活
断
層
学
）
は
指
摘
す
る
。

産
業
界
か
ら
圧
力

耐
震
見
直
し
遅
れ

地
震

で
原
子
炉
を
停
止
し
た
後

も
冷
却
で
き
な
い
と
」
燃
料
棒
が

溶
け
て
炉
心
溶
融
に
い
た
る
。
水

素
爆
発
の
可
能
性
も
あ
る
ー

。

石
橋
克
彦
神
戸
大
名
誉
教
授

（
地
震
学

）
は
、
97
年
に
今
日
の

事
態
を
予
見
し
た
か
の
よ
う
な
論

文
を
発
表
。
地
震
の
被
害
と
、
放

射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
が
広
域

で

重
な
り
、
救
援
も
妨
げ
ら
れ
る
事

態
を
「
原
発
震
災
」
と
名
付
け
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
。

、

石
橋
さ
ん
は
、
過
去
に
辿嘗

れ

た
原
発
の
安
全
性
を
、
地

の

）かわる歴史

ミ建設計画発表
子炉設置許可申
、同許可

業運転開始。

耐震指針決め

面改訂。既存
性再検討始ま

邑沖地震で柏崎
ミ想定の 2 倍を
L 、火災に

ルサ ーマル運

最
新
成
果

で
見
直
し
て
い
な
折
こ

雛
砧
凱
幣
酢
崩

絹

地
震
の
原
因
に
な

っ
た
プ
レ
T

ト

境
界
が
あ
る
と
は
知
ら
れ
て
耶

な

か

っ
た
40
年
以
上
前

の
設
計
だ
。

古
い
原
発

の
耐
震
性
を
見
置
し

た
り
、
新
設
の
原
発
を
強
化
℃
た

り
す
る
た
め
、
耐
震
指
針
を
貰
直

そ
う
と
い
う
動
き
は
90
年
代
か
ら

あ

っ
た
。
し
か
し
、
元
原
子
力
安

全
委
貞
長
代
理
の
住
田
健

二
大
阪

大
名
誉
教
授
（
原
子
炉
工
学
）
に

よ
る
と
、
当
時
は
ま
だ
原
発
の
新

設
が
続
い
て
お
り
、
「
産
業
界
か

ら
、
計
画
が

一
段
落
す
る
ま
で
変

え
る
な
と
圧
力
が
か
か

っ
た
」
と

証
言
す
る
。

新
指
針
に
合
わ
な
い
と
廃
炉
や

補
強

、
計

画
変

更
に

つ
な
が

っ

て
、
運
転
で
き
な
く
な

っ
た
り
多

額
の
費
用
が
か
か

っ
た
り
す
る
か

ら
だ
。

「
そ
の
た
め
見
直
し
を
先

延
ば
し
す
る
政
治
的
な
判
断
が
働

い
た
」

結
局
、
耐
震
指
針
が
全
面
改
定

さ
れ
た
の
は
06
年
。
旧
指
針
が
出

来

て
か
ら

28
年
後

の
こ

と
だ

っ

「 アスパ ラク ラブ」（h ttp ：／／a sp ara ．asah i．co m ）の 「a サ ロン・科学面 によ うこそ」にも トップ記事を掲載 して います。
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